
6、乾降けいふん、オガ層牛ふんおよび堆きゆう魁の施用

上.背 景と特徴

畑地力の締持と増強のために孜:来から電熟堆爆肥0投 入が行われていたが、最近の社会状

勢の変rとに伴い、被入さヤる者被物の質出な変化が昇‐らオとており、質およこド宮iれな横子車が望

まれて いる。また専業化に伴う語産ラ1泄物処理対策をも争めての投討が摯窒さ沖ている t堀

実に投入されている各種有救物のうち乞・3の ものについての検討の議果、政る様度の無向

を見たので参考に供するftた だし、供試年数少 く、かつ供試作物も少いのであくまでも込

報性なものである合 )

2 技 術内容

(上| オ ガ騎牛☆章よび准既おLは 1カ 月の野積み程度のものであっても6を /10c以 内の投

ス_登てはニンニク、背刈リヒエとも蜜素飢餓等の障害↓よ認められなか った。

12)オ ガ層牛糞および准座陀は 6と /10o、 乾燥鶏糞では 3.6と /10。 程度の投入で作

物の地上部繁茂が増大し、多収 となる傾向がある。

13)土 壌窒素の発現は上記 S柱 の有峡物については当然なが ら施用量が多い程増大し、持続

tも長い。

(4)乾 燥鶏糞 OSと 、オガ浦牛糞 |と 、堆険杷じと/10oの 施用て土凝中の塩基が増大し、

とくに苦土 .カ リの富化がみらヤt.る。この傾向は堆圧肥 5じ /10。 以上の施用で著ヒ′い6

(5)以 上のことから現段階 としては施用量は、乾燥鶏箕k35む オガ府牛交すよびJt旭モ肥■

3を /10。 侵度を暖度とし、これ以上の妊用はさけることが無難と考えら神るこ

3.普 及上の留意点

(11 オガ暦牛筑および在版1こは、できるだけ腐熟させることが望ましい。

t2)他 県ては運用によりを～ 3年 目で生育 上の障害、とくにま斉常★☆え璃ときさす1ているので、

大量な運用は推える 。

131 土級診断を必ず共化するc

tと1 深 争1による鋤迅が望ましい。                  ・

↓ 試 数茂績の既要

(1+ 試幹課題名 : 組 作物に対する11機'ちの1=辞効果試数

Ⅲ2, 試岳1年次点よび場所 :ど|!イRギー●年 く冬作 !～、長試県北分t号

1心十 試 岳'7,法 i ■ 9年 「ンニ 'い て'レチ平☆々

手tl年吉六tと,ヒニ(全正11市)一小■(全こHfI捕 )乾席れ表 tr'|れ による)

オガ府牛攻 (1ム村によるオカえヽど牛会撃1判とし、 I力 用辞i及野F☆)

埠町 4色triポf、1す)!J子しくづわない平こ牛による肥t性 )プラウにより反岳諄ちi込

一 |` ,  一
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③ 第 2作跡地土壌分析給
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昭和 50年 度 夏 作試取成嶺 if(|イ」1,it tモi
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